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	 本研究発表では、Attitude の涵養を目的とした技術者安全教育プログラムを開発に関する基本構想と、

原子力発電所運転員を対象としたプログラムの内容およびその試行結果の分析および考察を行う。 
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1. 緒言 

東京電力福島第一原子力発電所事故以降、原子力技術者の安全教育にもレジリエンスエンジニアリング

教育をベースとした考え方が導入されはじめている。レジリエンスエンジニアリング教育[1]は、Responding, 
Monitoring, Learning, Anticipatingの 4つのポテンシャル備えることを目的としているが、その基本は、安全
への感受性を高め、安全を問い続ける姿勢を持ち続ける Attitudeにある。しかしこの Attitudeの涵養につい
ての教育体系は、十分に確立されていると言い難い。 
本研究では、この Attitude の涵養を目的とした技術者安全教育プログラム開発を目指す。本研究発表で

は、基本構想と、原子力発電所運転員を対象としたプログラム開発について考察を加える。 
2. 研究の基本構想 

2-1. 科学教育分野における知見の応用 

科学教育研究分野においては、科学技術に関する ELSI（倫理的・法的・社会的）課題への対応を中心に、
科学教育プログラム開発が活発である。そこでは、多様な人々と議論しながら解決策を見出すことが重要

とされており[2]、対話型プログラムを用いた教育の重要性が指摘されている。本研究では、これらの知見を

活用した安全に関する Attitudeの涵養を目的とした技術者教育プログラムの開発を目指している。 
2-2. 研究全体のフレームワーク 

本研究は主に(1)産業現場における「事故の記憶」の収集・分析、(2)科学教育分野における対話型プログ
ラム事例の収集・分析、(3)収集したデータ事例に基づく教育プログラム開発の 3 つからなる。対話型プロ
グラムは、「クロスロード型」「Democs型」「仮想状況設定型」の 3つおよび、その複合型を想定している。 
3. 原子力発電分野への適用 

2018年 2月および 7月の 2回にわたり、原子力発電所運転当直長相当の実務経験者を対象にプロトタイ
プを試行した*。本プロトタイプの開発は、クロスロード型の手法開発である。具体の実施方法は、次のと
おりである。①事故発生場面における究極の選択（判断において意見が分かれるような場面の想定）を提

示する	 ②各人が、自らの選択（決断）を行う	 ③それぞれの意見の開示	 ④意見の違いによるディスカ

ッション（自らの主張の根拠、異なる意見への問いかけ、具体的な条件設定の吟味、第三の解決方法の模

索）	 ⑤ディスカッション全体共有と振り返り。本プログラムを体験した参加者の評価は概ね好評であり

**、また発表者らの実施後の振り返りにおいても、クロスロード型による安全プログラムの展開可能性は
およびその効果は見込める可能性が高いとの認識に至った。発表当日は、具体的な評価結果も含めて、よ

り詳細な内容について報告する予定である。 
 

*本プログラムは、一般社団法人原子力安全推進協会が実施する運責保有者情報交換会の一環として行われたものであ
る。発表者である。八木と大橋は、本情報交換会において、グループディスカッションの企画およびファシリテーター
を務めた。また北村は終了後の全体講評を担当した。 
**本グループディスカッション（対話プログラムの実施）に先立っては、参加者は福島第一原子力発電所の視察および、
福島第一原子力発電所事故に対応した当直長の講話を受講していることを付記する。 
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